
一般質問発言通告書 
 

令 和 ７ 年 ５ 月 2 7 日 
午   時  分 受 付 
（通告書 ２ 枚）No. １ 

 
 下記の事項について、質問したいので通告します。 
   令和 ７年 ５月 27日 

 つくば市議会議長 様 
 

つくば市議会議員   伊藤 文弥    

質 問 事 項 要      旨 答弁者 
１ つくば市の不登

校児童生徒支援事

業の更なる充実に

ついて 

 

 

つくば市では「一人ひとりの子供たちが幸せな

人生を送ること」を教育の最上位目標として掲げ、

校内フリースクールの全校設置、民間フリースク

ールへの補助制度など包括的な支援体制により、

全国的に不登校児童生徒が増加する中で減少傾向

に転じるという成果も出ています。 

しかし、現場の声を聞く中で、校内フリースク

ールの運営の学校間格差、民間フリースクール月

謝補助の支給期間や対象要件、支援制度につなが

っていない児童生徒の実態把握など、運用面での

課題も見えてきています。 

つくば市の先進的な不登校児童生徒支援事業を

より効果的に運用し、全ての子供たちが適切な支

援を受けられる体制の構築に向けて、以下の点に

ついて伺います。 

(1) 校内フリースクールの運営について   

ア 各学校における運営方針の違い 

イ 支援員・補助員の勤務体制と業務記録の  

管理状況 

ウ 保護者と支援員の面談機会の確保 

市長 

教育長 

担当部長 

 

 

※ 一般質問を行うに当たっては、明確な答弁を求めるため、会議規則第61条編注４

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。 



つくば市議会議員  伊藤 文弥   No. ２   

質 問 事 項 要      旨 答弁者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生成AIの利活用

による業務効率化

と質の向上の推進

について 

(2) 民間フリースクールの支援制度について 

ア 月謝補助の支給期間短縮 

イ 月謝補助の対象要件（30日以上欠席要件） 

ウ 運営補助制度における年齢や支援ニーズ 

に応じた補助のあり方 

エ 補助制度の運用ルールの明確化 

(3) 不登校児童生徒支援事業の効果と今後の方

向性について   

ア 不登校児童生徒数の推移と減少の実態   

イ 不登校の状態の多様化と現状の把握    

ウ 不登校支援の取組が学校全体に与える効 

 果 

 

つくば市では市長公約ロードマップにおいて

「生成 AIの利活用を推進した業務の効率化と質の

向上」を掲げ、2023年４月から先進的に生成 AI 導

入を進めています。 

筑波大学との産学連携による議事録分析システ

ムやつくば市データ分析プラットフォームの構築

など具体的な成果も見え始めていますが、利用率

の向上や従量課金制による利用制限など、運用面

での課題も存在します。今後更なる業務効率化と

質の向上を図るため、以下の点について伺います。 

(1) 生成 AIの活用状況について   

ア 生成 AIを利用する職員の推移  

イ 従量課金制による利用制限の課題と改善 

 策 

(2) 今後の取組と課題対応について   

ア 生成 AI 活用におけるリスク対策 

イ 研修実施状況と受講者の業務改善効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

担当部長 

 

※ 一般質問を行うに当たっては、明確な答弁を求めるため、会議規則第61条編注４

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。 


